GIS上級技術者　経歴書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　2009年○月○日　　　　　　　　　
氏名　　　地理　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	この表は，[EXP-1]として作成したワークシートの枚数分作成してください。

	ワークシート番号
	1

	肩書き
	GISデータアナリスト，空間情報システム課長

	雇用者
	○○株式会社サービス部門

	雇用期間
	2000年4月～2009年3月
	　9年

	経験年数
	8.00年


	経歴

	この項目は，ワークシートに記載した「GISに関する職務」の箇条書きの数分作成してください。

	GISに関する職務
	都市計画図のためのGISデータの作成・編集

	従事した期間
	　3年5ヶ月

	【業務名】○○県共有都市計画図データの作成

【発注者】○○県○○市土木課
【発注期間】2000年4月～2009年3月

（初年度プロポーザル受注，その後１年毎に随意契約による受注）

【作業内容】
　　・建物及び道路のマップデジタイズ作業。

　　・台帳からの属性データを作成及び幾何データへの付与。　

　　・初年度に全域を作成し，次年度以降はその維持更新作業に従事。

　　・既存図面のラスター化及びマップデジタイズ作業に従事。

　【対象地域】

　　・○○県○○市，○○県△△市，□□県××市，□□県○市

　【追加点の加算根拠】

　主任技師として，業務工程を管理し，作業員への作業指示や進捗管理を行った。

	この項目は，ワークシートに記載した「GISに関する職務」の箇条書きの数分作成してください。

	GISに関する職務
	空間解析のためのプログラム開発

	従事した期間
	　2年8ヶ月

	【業務名，発注者，発注期間】社内開発案件のため該当せず

【プロジェクト名】GIS新規開発プロジェクト

【開発期間】2000年4月～2008年3月

【プロジェクト概要】

社内開発プロジェクト。開発した空間解析プログラムは，商品の一部として組み込まれる予定である。

【作業内容】

・建物による日影計算プログラムの開発

　・建物データ（平面投影ポリゴン及び階数）を元に，日影計算を行うプログラムの開発

・道路の災害脆弱性判定プログラムの開発

　　・道路のネットワークデータに，道路情報（車線数，構造）及び周辺環境をオーバーレイし，道路の災害時における脆弱性を判定するプログラムの開発。

【追加点の加算根拠】

　プロジェクトマネージャーとして，プロジェクトを立案し，工程を管理した。

	この項目は，ワークシートに記載した「GISに関する職務」の箇条書きの数分作成してください。

	GISに関する職務
	空間解析による都市計画策定のための基礎資料作成

	従事した期間
	　1年11ヶ月

	【業務名】都市計画策定のための基礎資料作成

【発注者】○○県○○市土木課

【発注期間】2001年4月～2007年3月

（最初の3ヶ年はプロポーザル受注による複数年契約，2004年度～2005年度は単年度の随意契約，2006年度～2007年度は後続プロポーザル受注による複数年契約）
【作業内容】

　・建物データや道路データ等と，用途地域データや各種観測データをオーバーレイし，災害時の脆弱性や交通渋滞や日照権の侵害等各種問題を分析。

【対象地域】

　○○県○○市


*　テンプレートをご利用の場合は，赤字の例を削除し，ご使用ください。
- - - - - - 以降は，テンプレートを使用する際の注意事項ですので，提出時には削除願います。

· 経歴書テンプレートを使用する場合の記入方法

「ワークシート」と「経歴書」に不整合が生じないよう，以下の点に留意し作成すること。

· 経歴書は，ワークシート1枚に対して1枚作成し，①テンプレートの「ワークシート番号」は，[EXP-1]のワークシート番号と一致させる。

· ②「肩書き」，③「雇用者」はワークシートと一致させる。なお，所属機関によって役職名が異なるため，肩書きはできるだけ「GIS技術資格認定　職務一覧」から選択し，記載する。（所属機関における肩書きを併記してもよい。）

· ④「雇用期間」，⑤「経験年数」及び⑥「GISに関する職務」は，ワークシートと一致させる。なお，経験年数は，後述するバーチャートテンプレートを使用し，算出すること。

· 並行して複数の作業を行った場合，⑦経歴の「従事した期間」は，従事した作業時間で期間を案分し，記載すること。例えば1年間にわたり，データ編集作業とプログラム開発作業を並行して行った場合，作業時間がほぼ同じであれば，データ編集に6ヶ月，プログラム開発に6ヶ月従事したと記載すればよい。なお，ワークシートの⑧「配分」は，職務の経験水準ごとに従事した期間を合算し，経験年数で按分した値に相当し，後述するバーチャートテンプレートで算出する。使用したバーチャートテンプレートは，経歴書の最後に添付すること。
· ワークシートで追加点を加算している場合は，経歴書においてこれに対応する職務の説明で，その⑨加算根拠を示さなければならない。加算根拠がない場合は，追加点が認められない。

バーチャートテンプレート記入例
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· バーチャートテンプレートの記入方法

複数の職務を平行して行っている場合は，各職務に従事した期間や，各経験水準の経験年数の計算が複雑となる。バーチャートテンプレートを用いることにより，ワークシート，経歴書およびこれらの間で整合がとれた記述ができる。以下の点に留意してテンプレートを作成すること。

· ワークシート及び経歴書のGISに関する職務とバーチャートの①「GISに関する職務」を一致させること。

· ワークシートに記載した職務を列挙し，これらに対応する経験水準を選択し，さらに追加点を加算するか否かを選択すること。経験年数やポイントは，これをもとに算出される。

· ②バーチャートの1セルを1年としてセルに年数を記載する。
· 配分は1年を1とする。（1ヶ月の場合は「1/12」，6ヶ月の場合は「6/12」と入力する。計算結果は少数点3桁で表示される。）年数に応じてセルの数を調整してよい。なお，1年の途中から職務が開始・終了場合には，配分を変更することで対応すること。

· 複数の職務を並行して行っていた場合，その作業内容に応じて従事した期間を配分する必要がある。例えば，2000年に「都市計画図のためのGISデータの作成・編集」及び「空間解析のためのプログラム開発」の2つの職務に従事し，それぞれ同じ程度の作業期間であった場合は，両者に「6/12（=0.500）」の配分を与えればよい。ただし，GISに関係しない業務・プロジェクトに従事していた場合は，その従事期間を除くため，配分の合計が1に達しない。よって③1年の配分の合計が1を超えることはない。なお，GISに関係しない業務・プロジェクトについて，経歴書を作成する必要は無い。

· 配分を記入することにより，経験年数や個別の職務に従事した期間，各経験水準の配分，追加点を計算可能な年数及びそれらから得られるポイントが算出される。これらのポイントをワークシートや経歴書に転記すればよい。（④～⑧）

· 追加点の加算有無は職務ごとに判定する。合計の年数及びポイントをワークシートに記載するが，経歴書には個別の加算根拠を示し，バーチャートを用いて個別の加算有無を示し，合計の年数及びポイントを求めるとよい。
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ワークシートの例





⑥





⑧





④





⑤





①





経歴書の例





ワークシートの例





⑨





⑧





⑦





⑦





⑥





⑤





①





②





③





⑥





④








③





②





①





経歴書の例








[image: image7.wmf]この表は，

[EXP

-

1]

として作成したワークシートの枚数分作成してください。

 

ワークシート番号

 

1

 

肩書き

 

GIS

データアナリスト，空間情報システム課長

 

雇用者

 

○○株式会社サービス部門

 

雇用期間

 

2000

年

4

月〜

2009

年

3

月

 

 

9

年

 

経験年数

 

8.0

0

年

 

経歴

 

この項目は，ワークシートに記載した「

GIS

に関する職務」の箇条書きの数分作成してください。

 

GIS

に関する職務

 

都市計画図のための

GIS

データの作成・編集

 

従事した期間

 

 

3

年

5

ヶ月

 

【業務名】○○県共有

都市計画

図

データ

の

作成

 

【発注者】○○県○○市土木課

 

【発注期間】

2000

年

4

月〜

2009

年

3

月

 

（初年度プロポーザル受注

，

その後１年毎に随意契約による受注）

 

【作業内容】

 

  

・建物及び道路のマップデジタイズ作業。

 

  

・台帳からの属性データを作成及び幾何データへの付与。

 

 

  

・初年度に

全域を作成し，次年度以降はその維持更新作業に従事。

 

  

・既存図面のラスター化及びマップデジタイズ作業に従事。

 

 

【対象地域】

 

  

・○○県○○市，○○県△△市，□□県××市，□□県○市

 

 

【追加点の加算根拠】

 

 

主任技師として，業務工程を管理し，作業員への作業指示や進捗管理を行った。

 

この項目は，ワークシートに記載した「

GIS

に関する職務」の箇条書きの数分作成してください。

 

GIS

に関する職務

 

空間解析のためのプログラム開発

 

従事した期間

 

 

2

年

8

ヶ月

 

【業務名

，

発注者

，

発注期間】社内開発案件のた

め該当せず

 

【プロジェクト名】

GIS

新規開発プロジェクト

 

【開発期間】

2000

年

4

月〜

2008

年

3

月

 

【プロジェクト概要】

 

社内開発プロジェクト。開発した空間解析プログラムは，商品の一部として組み込まれる予定である。

 

【作業内容】

 

・建物による日影計算プログラムの開発

 

 

・建物データ（平面投影ポリゴン及び階数）を元に，日影計算を行うプログラムの開発

 

・道路の災害脆弱性判定プログラムの開発
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0.00

0

0

0.00

7

X

0.00

0

0

0.00

8

X

0.00

0

0

0.00

合計（1を超えないように）j

1.00

0.92

1.00

0.83

0.83

1.00

0.83

0.58

1.00

経験年数

8.00

8.00

0.00

0.00

0.57

114.58

0.43

51.25

0.00

0.00

6.08

60.83

226.67

経験水準毎

の小計

プログラム等（25ポイント）

データ作成等（15ポイント）

ユーザー等（10ポイント）

監督経験による追加点

合計ポイント

経験年数

ポイント

配分

小計

追加点

No

GISに関する職務�

1セルの単位（12　ヶ月）j

経歴書（従事した期間）

経験水準

